
 ABF Additive Benefit Function 
種の絶滅率を最小化することを保
全目標にする。

 CAZ Core Area Zonation 
メタ個体群構造を維持する観点から
種の分布レンジを確保することを保
全目標にする。

ZONATION
Conservation planning software

保全計画の実現性
生物多様性パターンに基づく
保全上の重要地域と、社会経
済上の重要地域の重複は、保
全政策を検討する上で不可避
な課題である。利害関係者間
の円滑な合意形成には、科学
的な政策立案が求められる。

自然史

データ

種の分布情報

種の重み付け

都道府県レベルの分布データ 
(D)の解析において、該当地域に分
布する広域分布種の局所個体群の
消滅が、同地域の固有種の絶滅と
同等に評価される。

日本全域の分布データ 
(D)の解析において、広域分布種の
該当地域の局所個体群の消滅リス
クよりも、同地域の固有種の絶滅
リスクの方が高く評価される。

レッドデータブック情報 
広域分布する希少種や局所
分布するが絶滅危惧度の低
い種など、地図情報では、
保全の重要性が判別しづら
い種に対応する。

※ (C)の統合解析で用いる

分類群内の種数 

分類群ごとの種数の大小に
応じて一種あたりの貢献度
を調整する。

分類群間差への対応

個別 vs. 統合 分類群 個別解析 

分類群ごとに保全上の重要
地域を把握できる。各分類
群への保全努力の配分を別
途検討する必要がある。

保全優先地域の順位付け分析

分類群 統合解析 
複数の分類群を同時に保全
するための最適プランが得
られる。解析デザインの段
階で主観的な分類群の扱い
が求められる。

観察データなどの種
の分布情報、分類群
の系統情報、希少
性・絶滅リスクに関
する情報。生物多様
性パターンに関わる
基盤情報。

種ごとの地図情報の集合
で、種の分布範囲の大小
や、種多様性が高い地
域、希少種の多い地域な
どが判別できる。

種ごとの保全上の重要性
を様々な基準に基づいて
定義し、解析結果への各
種の貢献度を調整する。

分類群間で保全上重要地域が一致しないことへ
の対応。分類群ごとの保全上の重要性の主観的
な判断を、解析の前（統合）後（個別）に組み
入れるかの違い。

管理ユニット 
保全管理の上で分割が相応
しくない、あるいは困難な
地域を１つのユニットとし
て統合的に評価する。

地理的制約条件

生物多様性（種の存続）と生態系サービ
ス（社会の持続性への貢献）の保全を両
立するために、相互の相対的な重要度を
指定し、多面的な評価バランスに基づい
て、保全効果を相乗的に高められる地域
を特定する。

生態系サービス 
レイヤー

地理的制約条件

生息地の消失・劣化度を数値化し、地域ご
とにそれぞれの種の潜在的な分布確率を調
整する。これにより、

生息地の現状を反映

した優先順位付け分

析が可能となる。

コンディション 
レイヤー海 地理的制約条件

土地利用区分や、自然度区
分によって地理ユニットの
保全優先順位をあらかじめ
指定することで、計画の実
現性を確保する。保護区へ
の転用や自然再生が困難な
ユニットから優先的に除去
することで、より現実的に
生物多様性保全に貢献でき
る地域を特定する。

マスクレイヤー
地理的制約条件

保
全
計
画
の
実
効
性
（
科
学
的
合
理
性
）

保
全
計
画
の
実
行
可
能
性

(A)

(B)

(C)

(D)

生態学的機能
進化的貴重性分類学的不確実性

種ごとの分布情報（A）、重み付け情報（B）、分類群間差の扱い（C）を組み
込み、地域ごとの保全上の役割や重要性を特定するための分析。本論で用いた
順位付けアルゴリズムZonation       では、種の希少性をその分布面積によって評
価し、より多くの種をより広い生息地で保護する（すなわち絶滅を回避する）
ための最適な保護区配置パターンを特定できる。また、地域単位での生態学的
な機能や状況、社会経済情報など様々な                              を組み込むことで、
保全の実効性のみならず計画の実現性も確保できる。

地理的制約条件

評価基準２

陸域評価基準１


陸域評価基準２

陸域評価基準１


陸

評価基準２

陸域評価基準１


陸域評価基準２

陸域評価基準１


海

陸

コンディション コンディション

保全優先度

ランク地図

炭素吸収・貯留

気象の調整

有機物生産 生息地提供

汚染緩和

レクリエーション

生息地の連結

教育機会

水源涵養 生物多様性

地理的制約条件

コストレイヤー
HIIや土地単価など社
会経済要因のレイ
ヤーにより、保全管
理のコストや脅威を
考慮する。

生物種の絶滅を防止して生物多様性の損失を   
  極力回避するためにはどこを守れば良いのか? 

自然保護区の設定目的を、生物多様性の保全と生態系サービスの持続性確保とする場
合、理想的な保護区の空間配置はどのようなものでしょうか。植物や動物では機能は異
なりますし、生物の種間での絶滅危惧度の違いや、生物多様性が供給する生態系サービ
ス間での重要性の違いなど、自然保護と一口に言っても、考える課題が色々あります。さ
らに、社会経済活動とのバランスは保護区設定の実現性に関わる大きな課題です。日本
全土を保護区にすれば、日本の生物多様性を完璧に保全できますが、それだと社会が成
り立ちません。保護区設定に伴う土地利用規制の社会経済的なコストと、保護区設定に
よる保全効果、これら両者のバランスを科学的に分析して評価することが重要です。こ
のような自然保護区設定に関わる多面的な問題を考慮した、 空間的保全優占地域の順位
付けを分析するアルゴリズムの開発が、近年急速に進みました。本ウェブシステムで
は、このようなアルゴリズムの一つであるZonationを高解像度の生物分布情報に適用し
て、効率的に生物多様性を保全できる地域を特定しました。すなわち、 「日本の生物種
数を保全し、種の絶滅リスクを最小化する上で、重要な地域はどこか」という観点か
ら、保全優先地域をスコアリングしました。
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